
 
地
域
の「
が
ん
ば
り
」

 

応
援
し
ま
す
！

　

小
野
町
地
域
の
が
ん
ば
り
応
援

事
業
補
助
金
は
、
地
域
の
特
性
を

生
か
し
た
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
す
る
た
め
、
地
域
の
活
性

化
や
地
域
の
課
題
解
決
な
ど
を
目

指
し
、
自
主
的
か
つ
自
立
的
に
活

動
す
る
住
民
活
動
団
体
に
交
付

し
、
ま
ち
づ
く
り
活
動
を
支
援
す

る
も
の
で
す
。

　

皆
さ
ん
の「
が
ん
ば
り
」を
ま
ち

づ
く
り
に
生
か
し
て
み
ま
せ
ん

か
。

■
補
助
対
象
事
業

　

町
内
で
実
施
さ
れ
る
新
た
な
ま

ち
づ
く
り
事
業（
た
だ
し
こ
れ
ま

で
実
施
し
て
き
た
事
業
で
あ
っ
て

も
、
事
業
を
発
展
さ
せ
て
拡
充
す

る
も
の
は
、
対
象
と
な
り
ま
す
）

暖
化
防
止
活
動
推
進
員
」を
養
成

す
る
研
修
会
を
次
の
と
お
り
開
催

し
ま
す
。

■
対
象

　

地
球
温
暖
化
防
止
活
動
に
関
心

が
あ
る
方
、
地
球
温
暖
化
防
止
活

動
推
進
員
の
委
嘱
を
受
け
た
い
方

■
日
時
お
よ
び
場
所

・
第
１
回

　

11
月
１
日
㊎

　

午
前
11
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で

　

郡
山
市　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

・
第
２
回

　

11
月
２
日
㊏

　

午
前
11
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で

　

福
島
市　

杉
妻
会
館

■
研
修
概
要

　

地
球
温
暖
化
の
現
状
と
対
策
、

地
球
温
暖
化
防
止
推
進
員
の
活
動

事
例
な
ど

■
申
し
込
み
締
め
切
り

　

10
月
21
日
㊊

　

郵
便
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
で

　

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
受
講
料

　

無
料

■
定
員　

　

各
回
50
人（
先
着
順
）

■
申
し
込
み

　

問
い
合
わ
せ
先
ま
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

問
福
島
県
環
境
共
生
課

〒
９
６
０

８
６
７
０

　

福
島
市
杉
妻
町
２
番
16
号

☎
０
２
４

５
２
１

７
２
４
８

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
２
４

５
２
１

７
９
２
７

Ｅ
メ
ー
ル

　

kyousei@
pref.fukushim

a.

　

lg.jp

※「
ま
ち
づ
く
り
活
動
」と
は
、
地

域
の
活
性
化
や
地
域
の
課
題
解

決
な
ど
を
目
指
し
住
民
の
利
益

の
増
進
に
貢
献
す
る
こ
と
を
目

的
と
す
る
も
の
で
す
。

■
補
助
金
の
上
限
額

　

５
５
，
０
０
０
円

　

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
企
画
商
工
課

☎
７
２

６
９
３
９

 

う
つ
く
し
ま

 

地
球
温
暖
化
防
止

 

活
動
推
進
員
研
修
会

　

福
島
県
で
は
、
地
球
温
暖
化
の

現
状
や
影
響
、
対
策
な
ど
に
つ
い

て
学
習
し
、
地
域
の
人
た
ち
と
一

緒
に
理
解
を
深
め
る
活
動
を
積
極

的
に
行
う「
う
つ
く
し
ま
地
球
温

森林（立木）を
伐採するときには
届け出が必要です

　市町村森林整備計画の対象と
なっている森林（小野町全域）の
立木を伐採するときは、面積に
かかわらず、30日から90日前に
「伐採及び伐採後の造林の届出
書」を市町村に提出することが
義務付けられています。
　また伐採した森林において１
ヘクタールを超えた開発（土や
石を掘り起こしたり、林地以外
に転用するなど土地の形質を変
える開発行為）をする場合、林
地開発許可制度に基づき、知事
の許可が必要となります。
　詳しくは、お問い合わせくだ
さい。

問農林振興課
☎72-6935
問県中農林事務所林業課
☎024-935-1370
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